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 平素よりお世話になっております。NPO 法⼈アクションの⼭本です。 
 2020 年度は 4 名の奨学⽣に対して⽀援を実施しました。今年度は新型コロナウイルスにより、奨
学⽣の学習環境や⽣活環境に⼤きな影響を受けました。授業形態も対⾯での授業ではなく、オンラ
インや家庭学習⽤教材(モジュール)を使⽤した授業形態となり、奨学⽣にとっては⾮常に⼤変な⼀
年となりました。フィリピンでは、⼦どもに対する規制がとても厳しく、2020 年 3 ⽉から⼦ども(21
歳未満)の外出が禁⽌されていました。同年 10 ⽉には規制が緩和され、15 歳以上の外出が可能とな
り、奨学⽣たちは外出可能となったのですが、⾃由に友達と遊ぶことは難しく、⼦ども達にとって
⾮常にストレスの多い⼀年になったのではないかと思います。 
早速ですが、それぞれの⼦ども達の今年度の状況と様⼦を下記の通りご報告させていただきます。 

 
 

【奨学⽣の様⼦】 

①Balanquit, Reymon P.（12 年⽣） 
今年度、レイモンは義務教育課程の最終学年である 12 年⽣で学業

に励みました。レイモンの通う学校は、今年度は 2020 年 8 ⽉に始ま
り、2021 年 6 ⽉に終了しました。また、家庭⽤学習教材(モジュール)
は使⽤されず、オンライン授業のみの実施でした。オンライン授業で
は、対⾯の授業と⽐べて先⽣の説明を理解するのが難しくとても⼤
変だったとのことです。また、通信状況が悪く、通信が途切れたり、
アクセスすることが困難な⽇があったりするなども、今年度の授業
をより難しいものとしたようです。オンライン授業だけでは、今年度
の授業内容を理解するのが難しかったため、⾃主勉強に⼒を⼊れて
頑張ったとのことです。その努⼒も実り、レイモンは無事今年度の授業を合格し、卒業することが
できました。 
 家庭では、新型コロナウイルスの感染が広がっているため、基本的に家のなかで過ごしていたそ
うです。平⽇はオンライン授業への参加や学校からの課題に取り組み、週末は、オンラインゲーム
をするなど、リラックスして過ごしていたとのことです。また、甥っ⼦のお守りをするなど、家族の
お⼿伝いも積極的に⾏っていたそうです。 
 今後の進路については、ひとまず就職し、お⾦に余裕ができれば、⼤学に⼊学し、勉強をしたいと
のことです。そのため、現在は、就職に向けて、仕事を探しているとのことです。 
 レイモンは、⻑期に渡って奨学⽀援を受けることができたことを⾮常に感謝しております。本⽀
援を受けることができ、問題なく学校に通うことができ、学校、先⽣、友達から、学校に通っていな

卒業写真 
 



ければ学ぶことができていなかったであろう⾮常に多くのことを学ぶことができたことは⾃分の⼈
⽣にとってとても⼤きなプラスになったと述べています。 

 

＊レイモン成績表 
 
 
 



②Bautista, QM D.（12 年⽣） 
QMも今年度はレイモンと同じく義務教育最終学年の 12 年⽣

でした。QMの通う学校は 2020 年 10 ⽉ 5 ⽇に今年度の新学期
がスタートし、2021 年 7⽉に授業が終了しました。QMの通う
学校は、オンライン授業か⾃宅学習⽤教材(モジュール)のどちら
かひとつの⽅法でしか授業を受けることができなかったため、
QM は時間の調整がしやすいモジュールでの授業を選択し、今
年度の学業に励みました。昼間は家計を助けるために建設関係
の仕事をし、⼣⽅や夜間の時間にモジュール学習をするという
スケジュールで学業に励んでいました。成績評価のひとつである授業への出席に関しては、モジュ
ールの提出状況で出席が判断され、QMの成績表では、213 ⽇中 213 ⽇出席となっており、これは、
課題として出されたモジュールを期限内にすべて提出をすることができたということを意味します。
昼間の建設関係の仕事で疲れているという状況にも関わらず、⼣⽅と夜に毎⽇モジュールをこなし、
１年間を通して⼀度も提出が遅れることがなく学校に提出することができたということは、⾮常に
評価できる点だと思います。また、成績も 90点以上が多く、⾮常に優秀な成績となっています。学
校からも今年⼀年の取り組みを評価され、たくさんの表彰状やメダルを授与されました。 

卒業後の予定は、ひとまずこのまま仕事を続け、⼤学で勉強するための費⽤を貯⾦していきたい
とのことです。また、いつかお惣菜を売るお店を開業したいという夢も持っているとのことです。 

 

 

学校から授与された表彰状とメダル 
 



 

 
＊QM成績表 

 
 

③Caranzo, Cristy B.（12 年⽣） 
  クリスティも最終学年の 12 年⽣で学業に励みました。クリステ
ィも QMと同じく、2020 年 10 ⽉ 5 ⽇に新学期が始まり、2021 年
7 ⽉に授業が終了し、無事卒業することができました。クリスティ
の通う学校では、今年度の授業は、家庭学習⽤教材(モジュール)と
オンライン授業を併⽤しながら授業が実施されました。クリスティ
も、他の奨学⽣と同様に、対⾯ではなく、モジュールやオンライン
を使⽤しての授業は、授業内容を理解するのに⾮常に⼤変だったと
述べています。しかしながら、先⽣に恵まれ、更に、オンライン授
業を通して友達をたくさん作ることもでき、⾮常に楽しく有意義な
⼀年を過ごすことができたとも⾔っています。対⾯ではなく、オン
ラインを通して、先⽣や友達とやり取りや交流をするため、今まで以
上に、コミュニケーションの⼤切さを理解し、コミュニケーションの取り⽅に気を付けたとのこと
です。 

⾃宅学習に取り組む様⼦ 
 



 2020 年 10 ⽉までは政府の規定により外出が禁⽌されており、10 ⽉
以降も外出は可能となりましたが、⾃由に遊びに出かけたりすること
は難しく、また感染の不安などもあり、そのような⽣活に⾮常に⼤き
なストレスを感じていたとのことです。また、ストレスが原因で、不
眠になってしまったこともあったとのことです。ストレスに対処する
ために、授業のない休⽇は、テレビを⾒るなど、リラックスして過ご
すように⼼掛けたとのことです。 
卒業後の進路に関してはまだ具体的に決めることができておらず、⼤
学進学か就職かで⾮常に迷っているとのことです。現在はアルバイト
をしながら、収⼊を得ています。今後、⾃分のやりたいことをじっく
り考え、進路を決めていきたいとのことです。 

 
＊成績表はまだ担任の先⽣から受け取ることができていないため画像の添付はなし。 

 
 

④Velasco, Aris（11 年⽣） 
  アリスは昨年度、中等教育前期過程を修了したので、今年度か
らは中等教育後期過程(⽇本の⾼校に相当)の 11 学年で勉強を頑張
っています。アリスの通う学校は、2020 年 8 ⽉から授業が開始さ
れ、2021 年 6 ⽉に終了しました。アリスの通う学校では、オンラ
イン授業と⾃宅学習⽤教材を併⽤して授業が進められました。新
型コロナウイルスの影響で、アリスの両親が⼗分な仕事と収⼊を
得ることができていないため、家計を助けるために⾦物屋の荷物
の積み出しのアルバイトをしながら、今年度の学業に励みました。
アルバイトをしながらの学業であったため、平⽇だけでなく、休⽇
の時間を使って、勉強の復習の時間に充てたとのことです。アリス
の今年度の成績は、80 点代後半の科⽬の成績も多く、⾮常に優秀
なものとなっています。アルバイトをしながらの学業となりましたが、決して学業を疎かにせず、
⾮常に頑張って取り組んだ成果が成績に表れています。授業内容は難しかったと⾔っていましたが、
そうした困難にもめげずに、真⾯⽬に学業に取り組んだアリスの今年度の姿勢は、⾮常に評価でき
ると思います。また、兄弟に勉強を教えてあげるなど、⾃分の学業だけでなく、お兄さんとしての役
割もしっかりと果たすことができました。 
 今年度は、アリスの頑張りと真⾯⽬さが⾮常に感じることができた⼀年となりました。来年はい
よいよ義務教育課程の最終学年となります。今年に引き続き、アリスが頑張って学業に取り組んで
くれることを期待しています。 

アルバイトの事務作業に 
取り組む様⼦ 

 

⾃宅学習に取り組む様⼦ 
 



 

＊アリス成績表 



【今年度の⽀出報告】 

項⽬ ⾦額 

⼊学費 PHP 520 
タブレット購⼊費 PHP 31,960 

インターネット費⽤ / モジュール代 PHP 28,579 
プロジェクト費⽤ ＊学校で出される課題のために必要な費⽤ PHP 162 

合計 PHP 61,221 

2020 年度予算 PHP 69,200 

繰越⾦ PHP 7,979 
 
 
最後になりましたが、2020 年度も⼦ども達への温かなご⽀援を賜り、誠にありがとうございます。

今年度は新型コロナウイルスの影響で学習環境や⽣活環境が⼤幅に変わり、奨学⽣やその家族にと
っても⾮常に困難な年となりましたが、奨学⽣たちはそのような環境にも負けず、⾮常に頑張って
学業に励んでいました。更に、新型コロナウイルスのパンデミックの影響で家計が苦しくなったた
め、家計を助けるためアルバイトをしながら学校の授業を受けるなど、アルバイトと学業を両⽴し
て頑張った奨学⽣もいました。⻑期に渡る皆様からのご⽀援のおかげで、レイモン、QM、クリステ
ィの 3 ⼈も無事卒業を果たし、義務教育課程を修了することができたこと、改めて感謝申し上げま
す。現在は新型コロナウイルスのパンデミックの状態が続いており、就職や今後の進路など、奨学
⽣にとってはまだまだ厳しい状況が続いていますが、奨学⽣たちが明るい将来を送れるように引き
続き⾒守っていきたいと思います。今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 
報告者：⼭本 浩平（フィリピン事務局） 

         2021 年 8 ⽉ 31 ⽇ 
 
 
 

 
 


